
瀬戸内市（岡山県）の一体的実施 
 市役所庁舎内に「ジョブスポットせとうち」を開設し、市とハローワークに
よる生活困窮者、障がい者、若年者及び子育て女性等に対する一体的支援等を
実施 

市役所内の「ジョブスポットせとうち」で、市と国の協働で「就労支援チーム」を結成し、
付き添い型の綿密な支援を実施し、福祉から就労への支援を実現 

市 国 

 
 
 
① 事業内容 
    ・市とハローワークの担当者で「就労支援チーム」を結成し、生活保護受給者・障が

い者、若年者及び子育て女性等に対する就労支援を実施（利用者に応じた「就労
支援プラン」を策定） 

    ・就職面接会や遠隔地での出張相談を実施 
② 協定・事業計画 
   ・瀬戸内市長とハローワーク西大寺所長の協定（＊）を締結 
   ・数値目標を盛り込んだ事業計画を瀬戸内市とハローワーク西大寺の間で策定 

    ＊ 本協定は、緊密な相互連携に基づく就労支援を実現することにより、支援対象者の早期再就職による自立の実現を図る                 
        ことを規定 
   

③ 事業実施協議会 
   ・瀬戸内市職員、ハローワーク西大寺職員をメンバーとする事業実施協議会を設置 

 

福祉サービス、相談の実施等 職業紹介・職業相談の実施等 

平成２４年３月３０日事業開始 



（１） 実施体制    

       ・ 就労支援員１名を配置 

市 国（ハローワーク） 
    ・ 就職支援ナビゲーター２名､ 職業相談員１名を配置  

  ・ 求人情報提供端末３台､ 職業紹介端末３台を配置 

（２）事業目標と取組状況 

  ２５年度事業目標 取組状況（２６年３月末時点） 

            
        生活保護受給者 

○支援対象者数    ２０人 
○就職率          ６０％ 

○支援対象者数      １９人 
○就職率       ３６．８％ 

（参考）２４年度事業目標    
・支援対象者数    ３９人              
・就職率        ６０％        

（参考）２４年度取組状況   
・支援対象者数    ２１人              
・就職率      ６６．７％  

    
        障がい者 

○支援対象者数    １３人 
○就職率          ６０ ％ 

○支援対象者数     ３７人 
○就職率       ２９．７％ 

（参考）２４年度事業目標    
・支援対象者数     ２４人              
・就職率         ５５％    

（参考）２４年度取組状況    
・支援対象者数       １８人              
・就職率       ５５．６％  

         
        子育て女性等 

○支援対象者数    ４８人 
○就職率          ８４ ％ 

○支援対象者数      ８８人 
○就職率       ７０．５％ 

（参考）２４年度事業目標    
・支援対象者数     ４７人              
・就職率         ８４％    

（参考）２４年度取組状況    
・支援対象者数      ３１人              
・就職率       ７１．０％    

      
        市に居住する求職者等 

○出張相談       ２４回 
○就職面接会        １回 

○出張相談         ２４回 
○就職面接会          １回 

（参考）２４年度事業目標    
・出張相談    １６回              
・就職面接会       ２回    

（参考）２４年度取組状況    
・出張相談     １４回              
・就職面接会    １回    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



  瀬戸内市は人口約３万９千人の小さな町ですが、ある新聞社の「住みやすさランキング」では県内一位に選ばれて
います。 
 
  平成２４年３月３０日に「ジョブスポットせとうち」が開所され、以来、本事業の主な対象者である生活保護受給中の方
への自立支援の一環として、就労支援を行い保護から脱却の成果を見ているところです。その結果、全国的に生活保
護受給者の方が増える中、本市は県内各市で保護率が一番低い状況です。 
 
  さらに、市内地域生活支援センターとも連携し、障害をお持ちの方の就労支援や母子・父子家庭、子育て前後のお
母さん等も身近に利用できる場所として市役所内に併設された「ジョブスポットせとうち」で市の相談から就労まで一貫
した支援が効果的に行われています。 
 
  また、「ジョブスポットせとうち」のＰＲに努めるなどし、若年者の利用も増加しているところです。これも本事業推進の
結果であると深謝しています。 
 
  今後とも、雇用施策の担い手である西大寺公共職業安定所と福祉の担い手である市保健福祉部が、情報交換等よ
り綿密に連携を取って「ジョブスポットせとうち」を効果的に運営し、就労支援の観点から利用者の社会的な居場所づく
りのために、より一層取り組んでまいる所存です。  
   

瀬戸内市長 武久顕也 

岡山県瀬戸内市（人口：約３万９千人） 

＜市長のコメント＞ 

瀬戸内市とハローワーク西大寺の一体的就労支援の実施について 



男性：６０歳代（生活保護受給者） 希望職種：軽作業 ※前職は荷役作業員 

            

① 抱える課題 
  ・自営、短期間のアルバイト等様々な職種で転職し、安定した仕事に就けていない。 
  ・腰痛があるため重量物は扱えない。言葉数が少なく反応が伝わってこない。 

③ 結果 
・職場環境や座り作業であることを事前に確認し伝えていたため、安心して面接を受けることがで
きた結果、正社員の製造工として就職することができた。   

② 支援内容・ポイント・経過 
   就職支援ナビゲーターが、経験職種を踏まえて幅広く求人情報を用意し、丁寧に内容を説明しな

がら確認を行い選択肢を広げていった。また、応募書類の志望動機等を一緒に考え、電話で求人情
報を提供するなど寄り添い型の支援を行った。 

○ ハローワーク担当者の所感 
   最初は、意思表示が少なく仕事に対してどう考えているか不安があったが、こちらの提案に対して
は、じっくり話を聞き自分の中で納得していたように感じた。定着が期待できると思っている。 

○ 本人のコメント 
     面接の際、社長と話が合った。職場の雰囲気も良かったので、頑張りたい。 

一体的実施事業による就職成功例 


